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ベランダバードウォッチにご協力いただきありがとうございます。 
7 月末日現在、59 名の方に参加いただき、60 地点を調査しています（図１）。まだデー

タをお送りいただいていない方もいらっしゃるかと思いますが、家での調査を 129 件、家

のまわりの調査を 189 件お送りいただいています。 
この調査は、長期間継続することで重要な成果があがってくるタイプの調査ですので、

まだ興味深い結果がえられたわけではありませんが、現在までのところの調査地の分布、

記録された種の状況などについてお知らせいたします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．調査地の分布 

 
 
記録された鳥 
 石垣島にも調査地があったので、カンムリワシやオオクイナなどといった鳥も含む合計

104 種が記録されました（表１）。記録率の多い鳥はスズメ、ヒヨドリ、キジバト、ハシブ

トガラス、ムクドリ、ツバメといった鳥たちで、家での調査、家のまわりの調査ともに、 



 
 
 
これらの種が上位を占めていました（図２）。記録された個体数についてもこれらの種が上

位を占めており（図２）、これらの種が住宅地の主要な種と言えそうです。 
 各種鳥類の出現率は調査時間、調査面積ともに広い「家のまわりの調査」の方が「家で

の調査」より当然高くなるのですが、なかでもハシボソガラス、カワラヒワ、ハクセキレ

イ、コゲラの記録率の差が大きいのが特徴でした。コゲラは比較的行動圏の広い鳥で、そ

れ以外は畑などの開けた環境にいる鳥です。こういった鳥については「家での調査」では

十分にモニタリングできない可能性もあり、今後、注意して検討していく必要がある項目

かな、と思いました。 

表１．ベランダバードウォッチで記録された鳥のリスト

カイツブリ フクロウ キクイタダキ

カワウ ヒメアマツバメ セッカ

ゴイサギ アカショウビン キビタキ

ササゴイ カワセミ オオルリ

アマサギ アオゲラ エナガ

ダイサギ アカゲラ ハシブトガラ

チュウサギ コゲラ コガラ

コサギ ヒバリ ヒガラ

アオサギ ツバメ ヤマガラ

ムラサキサギ イワツバメ シジュウカラ

マガモ キセキレイ メジロ

カルガモ ハクセキレイ ホオジロ

コガモ セグロセキレイ ホオアカ

トビ ビンズイ カシラダカ

オオタカ サンショウクイ アオジ

ツミ シロガシラ クロジ

ハイタカ ヒヨドリ アトリ

カンムリワシ モズ カワラヒワ

キジ ミソサザイ ベニマシコ

オオクイナ コルリ イカル

ヒクイナ ルリビタキ シメ

シロハラクイナ ジョウビタキ ニュウナイスズメ

イカルチドリ ノビタキ スズメ

ケリ イソヒヨドリ コムクドリ

タカブシギ トラツグミ ムクドリ

イソシギ クロツグミ カケス

ユリカモメ アカハラ オナガ

カモメ シロハラ カササギ

キジバト ツグミ ハシボソガラス

アオバト ヤブサメ ハシブトガラス

ジュウイチ ウグイス コジュケイ

カッコウ エゾセンニュウ ガビチョウ

ツツドリ オオヨシキリ ワカケホンセイインコ

ホトトギス メボソムシクイ カワラバト

アオバズク センダイムシクイ 以上104種



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．家での調査と家の

まわりの調査で記録さ

れた鳥類上位 10 種．家

のまわりの調査の平均

個体数は、概数で記録し

ているので、個体数では

なく個体数ランクの平

均値を示している。ラン

ク１：時々いる、２：１

～２羽、３：３～５羽、

４：６～20 羽、５：21

～99 羽、６：100 羽以上 
 

 

記録個体数の季節変動 
 確認されることの多かった 10 種について個体数ランクの平均値をみてみました。多くの

種では５月中旬から６月中旬に個体数ランクが高くなっています。おそらく巣立ちビナが

出てきたり、若い群れが確認されるためにこのような個体数の増加が見られたものと考え

られます。ハシボソガラスについては４月上旬に個体数ランクが高く、ハシブトガラスも

比較的似た傾向を示しています。カラス類は、この時期は抱卵をはじめた頃で、目立たな

くなるような気がしますが、巣を他個体から防衛するために飛び回るとか良く鳴くとか、

何か原因があって目立つのかもしれません。来年は気をつけてみてみようと思います。 
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図３．平均個体数ランクの季節変化．ランク１：時々いる、２：１～２羽、３：３～５羽、４：６～20 羽、

５：21～99 羽、６：100 羽以上 

 
 
環境別の記録種の違い 
調査地を、畑の有無、公園の有無、林の有無、川の有無に分けて、出現種や出現率につ

いて見てみました（表２）。本当は各環境の組み合わせで見ていくべきなのですが、現時点

では調査地点数がまだまだ少ないので、単純に有無だけでみています。 
表２から、林があるところでは、記録される鳥が多いのが見えてきます。記録率の高か

った種の 10 番目のウグイスでも 59.7％と高い確率で記録されており、ほかの区分では 30
～40％であるのに比べて高いことがわかります。もう１つ記録率が高いのが公園がない調

査地です。普通に考えると、公園がある場所の方が鳥にとって良い環境のように思えます

が、公園がつくられるような場所は住宅地であり、つくられない場所は農地や山に近い場

所です。このような公園の有無とは関係のない周囲の環境の違いにより、このような結果

が出たようです。この区分のみスズメでなく、ツバメが最優占種になっていたのも、その

あたりが原因と考えられます。 
優占種については、どの区分でも、同じような種が上がってきていますが、林や川のあ

る場所でウグイスが入ってきているところや、川のある場所でハシボソガラスが２番目に

ランクされているところが目立ったところでした。川の周囲には開けた環境が多くあるの

で、ハシボソガラスが多いのだと思われます。 
 
 
 
 



 
 
 
季節前線ウォッチ 
 ベランダバードウォッチとタイアップしてウグイスとヒバリの初鳴き、ツバメとアオバ

ズクとカッコウの飛来日情報を集める季節前線ウォッチも行ないました。この結果につい

ては、何度かメールでお送りしましたし、ホームページにも掲載しているのでご存知かと

思いますが、ウグイスとヒバリは南の方から、そして太平洋側から初鳴きがはじまるよう

な季節前線を描き、ツバメは太平洋側と日本海側に差のない季節進行を示すことがわかり

ました。これらに対してカッコウは全国一度に飛来するという状況で大きく異なっていま

した。アオバズクについては残念ながら情報が集まりませんでした。 
 秋にはモズの高鳴きの初鳴き、ジョウビタキとツグミの飛来日を調べます。ぜひご協力

をお願いします。季節前線地図についてはホームページをご覧ください。 
 
http://www.bird-research.jp/1_katsudo/kisetu/kisetsu2005.html 

表2．各環境ごとの出現率上位10種．左が各環境がある場合、数値は出現率

畑の有無 公園の有無
スズメ 93.6 スズメ 90.5 スズメ 93.2 ツバメ 93.3
ヒヨドリ 83.0 ヒヨドリ 84.5 ヒヨドリ 83.8 スズメ 86.7
キジバト 79.8 ムクドリ 84.5 ハシブトガラス 83.1 ヒヨドリ 83.3
ツバメ 79.8 キジバト 81.0 キジバト 80.4 シジュウカラ 83.3
ハシブトガラス 78.7 ハシブトガラス 81.0 ムクドリ 79.7 キジバト 80.0
ムクドリ 75.5 ツバメ 70.2 ツバメ 71.6 ムクドリ 80.0
ハシボソガラス 66.0 シジュウカラ 67.9 ハシボソガラス 60.8 ハシボソガラス 66.7
シジュウカラ 58.5 ハシボソガラス 57.1 シジュウカラ 58.8 ハシブトガラス 63.3
ハクセキレイ 42.6 カワラヒワ 47.6 ハクセキレイ 38.5 カワラヒワ 56.7
カルガモ 36.2 コゲラ 44.0 カワラヒワ 37.8 メジロ 53.3

林の有無 川の有無
スズメ 91.0 スズメ 92.8 スズメ 93.2 スズメ 91.6
ハシブトガラス 88.1 ヒヨドリ 82.0 ハシボソガラス 83.1 ヒヨドリ 87.4
ヒヨドリ 86.6 ムクドリ 82.0 ツバメ 81.4 ハシブトガラス 84.0
キジバト 82.1 キジバト 79.3 ムクドリ 81.4 キジバト 82.4
シジュウカラ 80.6 ツバメ 76.6 キジバト 76.3 ムクドリ 79.0
ムクドリ 76.1 ハシブトガラス 74.8 ヒヨドリ 76.3 ツバメ 72.3
ツバメ 73.1 ハシボソガラス 58.6 ハシブトガラス 71.2 シジュウカラ 71.4
ハシボソガラス 67.2 シジュウカラ 52.3 シジュウカラ 45.8 ハシボソガラス 51.3
メジロ 61.2 カワラバト 36.9 ハクセキレイ 42.4 カワラヒワ 43.7
ウグイス 59.7 ハクセキレイ 33.3 ウグイス 40.7 ハクセキレイ 35.3


